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内
外
で
企
業
不
祥
事
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る
企
業
の
破
綻
が
続

い
て
い
る
。
昨
日
ま
で
の
優
良
企
業
が
社
会
的
に
転
落
す
る
状
況

の
な
か
で
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
企
業
を
選
別
し
て
投

資
対
象
と
す
る
社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
》
の
。
。
巨
一
琶
幻
の
印
己
・
ロ
－

の
一
ヶ
一
の
旨
く
①
の
目
の
貝
）
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
社
会
的

特
集

企
業
の
不
祥
事
や
破
綻
が
続
く
中
で
、
雇
用
や
環
境
対
策
等
の
企
業
の
社
会
的
側
面
に
着
目
し
て
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
を
選
び
投
資
を
行
う
社
会
的
責
任
投
資

（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
企
業
は
社
会
の
要
請
に
敏
感
に
反
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
が
要
請

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
日
本
企
業
の
対
応
は
ま
だ
端
緒
に
あ
り
、
今
後
は
理
念
を
明
細
に
方
針
化
し
た
包
括
的
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
市
民
の
間
に
生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
価
値
観
を
企
業
側
に
伝
え
、
企
業
と
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
仲
介
者
と
し
て
、

企
業
の
社
会
性
向
上
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

は
じ
め
に

社
会
的
責
任
投
資
の
動
向
と
日
本
企
業

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
社
会
的
責
任
投
資
が
、
①
金
融
市
場
を

通
じ
た
、
市
民
に
よ
る
、
ゆ
る
や
か
な
社
会
変
革
の
実
現
、
②
企

業
評
価
の
新
た
な
視
点
の
導
入
と
社
会
性
の
高
い
企
業
へ
の
支

援
、
③
チ
ャ
リ
テ
ィ
（
寄
付
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
よ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
の
開
発
に
つ
な
が
る
と
い
う
目
的
意
識
か
ら
、

責
任
投
資
は
欧
米
の
金
融
市
場
で
は
全
金
融
資
産
の
一
○
％
内
外

を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
端
緒
に
あ
る
。

占
め
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
端
緒
に
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
非
営
利
の
実
践
型

岸
本
幸
子



社会的責任投資の動向と日本企業１３ 

企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
「
経
営
活
動
の
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
社
会
的
公
正

性
や
環
境
へ
の
配
慮
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
」
と
い
う
よ
う
に

広
く
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
企
業
の
社
会
的
責
任
を
広
く
と
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
欧
米
で
も
こ
こ
二
○
年
ほ
ど
の
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
に
は
、
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

企
業
評
価
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、
社
会
的
責
任
投
資
の
考

え
方
に
も
と
づ
く
投
資
信
託
商
品
「
あ
す
の
は
ね
」
の
投
資
対
象

の
選
択
の
た
め
の
企
業
評
価
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
「
あ
す
の
は

ね
」
で
は
、
企
業
は
株
主
に
対
す
る
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
、
顧

客
、
取
引
先
、
地
域
社
会
、
地
球
環
境
な
ど
の
多
様
な
関
係
者

（
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
雇
用
、
環
境
、
消
費
者
対

応
、
市
民
社
会
貢
献
と
い
う
四
つ
の
視
点
か
ら
企
業
を
評
価
し
て

い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
す

る
と
と
も
に
、
社
会
性
評
価
の
現
場
か
ら
見
た
日
本
企
業
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
社
会
的
責
任
論
の
変
化

企
業
は
本
来
の
経
済
活
動
に
集
中
し
株
主
利
益
の
最
大
化
を
目
指

し
て
活
動
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
経
済
基
本
主
義
」
が
主
張
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
企
業
規
模
が
拡
大
し
社
会
的
影
響
力
が
増
大

す
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
市
民
・
社
会
の
側
か
ら
企
業
の
あ
り
方

に
対
し
て
鋭
い
問
い
か
け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
つ

ま
り
一
九
七
○
年
代
以
降
の
環
境
問
題
、
反
戦
運
動
、
反
差
別
運

動
な
ど
の
高
ま
り
は
、
企
業
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
社
会
的
環

境
変
化
と
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
八
○
年
代
、
九
○
年
代
に
社
会

運
動
・
市
民
運
動
が
成
熟
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動

と
企
業
と
の
関
係
は
、
単
純
な
対
立
的
構
造
か
ら
多
様
な
相
互
関

係
へ
と
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
企
業
に
問
わ

れ
る
社
会
的
責
任
は
、
社
会
環
境
の
変
化
に
い
か
に
す
ば
や
く
対

応
す
る
か
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て

企
業
は
何
が
で
き
る
か
と
い
う
企
業
の
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き

か
け
（
の
。
ｎ
国
一
一
口
ぐ
・
一
く
の
日
の
ロ
［
）
ま
で
を
問
う
よ
う
に
広
が
っ
て
き

た
。特
に
最
近
の
顕
著
な
動
き
は
、
企
業
行
動
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
要
請
の
拡
大
で
あ
る
。
途
上
国
に
お
け
る
貧
困
、
教
育
、
人

権
等
の
問
題
や
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
し
て
政
府
に
よ
る
十
分
な
対
応
が
難
し
い
一
方
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
突
出
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば

途
上
国
経
済
は
疲
弊
し
て
い
る
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ
二
○
○
社
の
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1４ 

生
産
額
は
全
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
に
至
っ

て
い
る
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
権
宣
言
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
本
原
則
、

一
九
九
九
年
の
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
な
ど
、
国
際
機
関

が
相
次
い
で
企
業
に
対
し
て
、
人
権
、
労
働
、
環
境
等
の
側
面
で

の
配
慮
を
要
請
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
ざ
れ
相

互
の
情
報
交
換
も
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
の
及
ぼ
し
た
影
響
も
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
情
報
発
信
・
情
報

公
開
が
進
み
、
地
球
の
一
角
で
起
き
て
い
る
出
来
事
が
世
界
で
瞬

時
に
情
報
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
中
に
企
業
行
動
を

見
守
る
目
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
企
業
行
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
谷

本
寛
治
氏
は
「
市
場
社
会
」
の
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。
つ
ま
り

同
氏
は
「
企
業
の
経
済
活
動
は
、
経
済
と
い
う
領
域
で
閉
鎖
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
社
会
・
政
治
・
文
化
と
い
っ
た
領
域
と

相
互
作
用
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
「
市

場
は
、
社
会
、
政
治
、
文
化
、
国
際
関
係
な
ど
と
の
相
互
作
用
・

相
互
制
約
性
の
中
で
存
在
す
る
」
と
し
て
、
「
企
業
活
動
に
直

接
・
間
接
に
か
か
わ
っ
て
存
在
す
る
様
々
な
主
体
Ｔ
ス
テ
ー
ク

二
企
業
評
価
の
新
し
い
石
の
さ
し
と
Ｓ
Ｒ
１

企業評価の新たなものさし表１

(注）作成：パブリックリソースセンター
*ＧＲＩ（GIobalReportinglnitiative） 

1997年に設立された国際的なネットワーク組織。

*ＢＳＲ（BusinessfmSociaIResponsibility） 

1992年に設立きれたという企業の社会的責任に関する企業と企業人のネットワーク組織。
*ＣＥＰ（CouncilonEconomicPriorities） 

米国トップ企業500を「社会責任度」の視点から評価し、格付けを行っている機関。
＊SVN（SocialVenturENetwork） 

社会的・環境的に持続可能な企業の理念の普及をめざす企業および企業人のネットワーク。

ＧＲＩ BSR ＣＥＰ SＶＮ 

環境面：事業活動、製品、

サービスによる環境への

影響

社会面：マイノリテイや

女性の問題、地域的、国

家的、国際的な公共・社

会政策形成への関与、ま

た、児童労働、労働組合

問題など

経済面：製品、サービス

に関する需要形成、従業

員への報酬、地域社会へ

の貢献、現地調達に関す

る方針などを含む。

①倫理

②コミュニティへの投資

③環境

④ガバナンスとアカウン

タビリティ

⑤人権

⑥市場

⑦ミッション､ビジョン、

価値

③職場

①情報公開度

②環境保護度

③女性の働きやすさ

④マイノリテイの働き

やすき

⑤寄付行為

⑥ファミリー重視度

⑦労働環境への配慮度

①倫理

②アカウンタビリテイ

③ガバナンス

④経済的利益

⑤雇用

⑥取り引き関係

⑦製品とサービス

③コミュニティとの

関わり



社会的責任投資の動向と日本企業1５ 

ホ
ル
ダ
ー
》
株
主
、
従
業
員
、
取
引
先
、
消
費
者
、
地
域
住
民
、
政
府

な
ど
）
と
企
業
と
の
間
に
は
、
経
済
的
な
取
引
・
交
換
関
係
の
み

な
ら
ず
、
多
様
な
社
会
的
・
政
治
的
な
相
互
関
係
が
成
立
し
て
い

る
と
考
え
る
。

社
会
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
企
業
が
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
新
た
な
企
業
評
価
軸
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
欧
米
の
評
価
機
関
、

企
業
の
自
主
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
い
く
つ
か
の
指
標
が
提
案
さ
れ
て

い
る
（
表
１
）
。

社
会
的
責
任
投
資
は
欧
米
で
キ
リ
ス
ト
教
会
等
の
宗
教
的
・
倫

理
的
動
機
を
背
景
に
、
一
九
二
○
年
代
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
米
国
で
は
二
○
○
一
年
で
二
兆
一
一
一
四
○
○
臆
ド
ル
、

総
金
融
資
産
の
二
・
八
％
に
達
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

社
会
的
責
任
投
資
と
は
、
投
資
家
が
企
業
の
収
益
性
だ
け
で
な

く
、
上
記
の
よ
う
な
社
会
的
・
倫
理
的
基
準
を
組
み
入
れ
て
企
業

を
判
別
し
、
投
資
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
性
の
高
い
企
業

に
対
し
て
、
資
金
調
達
が
容
易
に
な
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
与
し
て
、
企
業
の
社
会
的
責
任
行
動
を
推
進
す
る
動
き
と
も

い
泊
え
卜
で
っ
。

三
社
会
的
責
任
投
資

一
九
九
○
年
代
に
欧
米
諸
国
で
社
会
的
責
任
投
資
の
市
場
が
急

拡
大
し
た
の
は
、
年
金
法
改
正
、
税
制
優
遇
、
企
業
情
報
開
示
の

義
務
付
け
等
の
投
資
家
の
行
動
変
容
を
促
す
制
度
改
革
が
相
次
い

だ
影
響
が
大
き
い
。

英
国
で
は
二
○
○
○
年
七
月
に
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
年
金
基

倫
理
的
投
資
（
ロ
［
三
日
｜
旨
く
①
の
目
の
ロ
［
）
や
環
境
投
資
（
の
【
の
ｇ

旨
く
①
の
［
曰
の
貝
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
個
人
向
け
投
信
の
み

で
、
二
○
○
一
年
に
五
○
億
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
日
本
で
は
一
九

九
九
年
に
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
、
二
○
○
○
年
に
環
境
以
外
の
社
会
性

を
評
価
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
が
登
場
し
、
現
在
九
本
の
投
資
信

託
が
あ
り
、
残
高
は
一
○
○
○
億
円
程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
。

社
会
的
責
任
投
資
に
投
資
す
る
投
資
家
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ベ

ス
タ
ー
（
社
会
的
投
資
家
）
と
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
個
人
投
資
家

が
中
心
で
、
女
性
が
多
い
。
し
か
し
欧
米
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ベ
ス
タ
ー
の
中
心
は
機
関
投
資
家
で
あ
る
。
本
来
組
織
の
性
格
と

し
て
道
義
的
側
面
を
重
視
す
る
傾
向
の
強
い
労
働
組
合
、
生
活
協

同
組
合
、
生
命
保
険
会
社
、
財
団
、
公
的
年
金
基
金
な
ど
が
、
企

業
の
社
会
性
を
考
慮
に
い
れ
た
投
資
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

四
社
会
的
責
任
投
資
促
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
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1６ 

金
に
対
し
て
「
投
資
方
針
で
環
境
社
会
倫
理
の
側
面
を
考
慮
し
て

い
る
と
す
れ
ば
具
体
的
に
ど
の
程
度
か
」
を
開
示
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ
た
。
二
○
○
○
年
一
○
月
時
点
で
、
金
額
ベ
ー
ス
で

七
八
％
の
年
金
基
金
が
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
方
針
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。

二
○
○
一
年
五
月
に
は
ド
イ
ツ
で
、
八
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
同
様
の
改
正
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
○
○
｜
年
五
月
に
上
場
企
業
に
対
し
て
環

境
レ
ポ
ー
ト
、
社
会
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
義
務
付
け
る
法
律
が
成

立
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
中
央
銀
行
と

大
蔵
省
が
認
定
す
る
「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
七
○
％
以

上
を
投
資
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
」
を

購
入
す
る
場
合
に
は
、
年
間
一
人
四
五
○
万
円
ま
で
が
税
額
控
除

の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
投
資
の
配
当
は
非
課
税
と
す

る
優
遇
措
置
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
米
国
で
は
４
０
１
ｋ
（
確
定
拠
出
型
年
金
）
の
三

割
が
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
フ
ァ
ン
ド
を
そ
の
メ
ニ
ュ
ー

に
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
一
九
九
九
年
以
降
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
型
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
（
社
会
性
の
高
い
企
業
で
構
成
さ
れ
た
株
価
指
数
）
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
拡
大
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
社
会
的
責
任
投
資
が
拡
大
し
て
い

欧
米
の
社
会
的
責
任
投
資
は
、
初
期
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ

産
業
を
排
除
す
る
投
資
行
動
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
ト
リ

プ
ル
ポ
ト
ム
ラ
イ
ン
を
重
視
す
る
企
業
へ
の
投
資
行
動
へ
と
発
展

し
て
き
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
に
お
け
る
社
会
的

責
任
投
資
は
、
欧
米
と
は
異
な
る
形
で
成
長
を
始
め
た
。
日
本
で

最
初
の
社
会
的
責
任
投
資
は
企
業
の
環
境
対
策
を
評
価
す
る
エ
コ

フ
ァ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
投
資
信
託
で
あ
り
、
最
近
で
は
企
業
の
倫

理
性
や
法
令
順
守
の
態
度
に
着
目
し
て
投
資
す
る
倫
理
投
信
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
的
責
任
投
資
の
変
遷
は
、
あ
る
国
に
お
い
て
企

業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
通
念
上
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
か
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
日
本
で
社
会
的
責
任
投
資
が
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
か
ら

始
ま
っ
た
背
景
に
は
、
環
境
問
題
が
深
刻
な
問
題
で
、
企
業
と
い

え
ど
も
社
会
的
要
請
に
応
え
環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
同
時
に
環
境
対
策
を
行
う
こ
と
が
企
業
に
対
す

る
社
会
（
顧
客
や
投
資
家
）
の
支
持
を
得
る
上
で
有
効
で
あ
る
、

く
た
め
に
は
、
機
関
投
資
家
の
育
成
と
そ
の
た
め
の
基
盤
整
備
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

五
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
、
倫
理
投
信
か
ら
社
会
的
責
任

フ
ァ
ン
ド
へ
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表２SRIファンド一覧

作成：パブリックリソースセンター

部落解放研究Ｎ01482002.10

ファンド 投信会社 評価機関 スクリーニングの基本的視点

日興エコフ

アンド

日興アセッ

トマネジ〆

ント

日興アセットマネジ〆

ン卜

(脚グッドバンカー

･環境問題への対応が優れている企業（経営における環境リスク

低減に稲極的に取り組み、具体的な成果をあげている企業）

･現境ビジネスにおける技術やサービスに飢争力のある優良企業

(環境ビジネスに積極的に取り組み、技術やサービスに高いIih

争力をｲ『する企業）

安田火災

グリーン・

オープン

(ぶなの森）

安田火災グ

ローバル投

信投資願|M１

環境分析特別チーム

(安田火災総合研究所、

安田リスクエンジニア

リング、安田火災海上

保険）

.「環境経営度（環境問題への取I)組み姿勢)」と「投資価匝（企

業の成長性、相対的削安度)」の両面について評価の高い企業に

投資する

･環境評価のポイント：現填マネジメントの展IHI度、環境情報の

開示・コミュニケーション、環境負荷・環境効率の改善など

エコ・ファ

ンド

興銀第一ラ

イフ・アセ

ットマネジ

メント

ＤｌＡＭ 

(閑グッドバンカー

環境問題に対する配慮・対応を考愈

･収益力、財務力等のファンダメンタルズ分析に基づく投資判断

･環境対応Ｉ正からみたスクリーニング

→現境配逝型経営の企業

→環境閲迎ビジネスを腱111Ｉする企業とは異なる

UBS日本

株式エゴ・

ファンド

(エコ博士）

ＵＢＳアセッ

ﾄマネジメ

ント

日本韓合研究所 ・ファンダメンタルズと環境1111題への対応力の両面で優れている

企業から、キャッシュフロー分析に基づき選定

エコ･パー

トナーズ

(みどりの更）

UFJパート

ナーズ役{９

三和総合研究所 環境111】題に柵極的に取り組み、かつ投資価値の高い企業

･持続可能な社会の実現に貢献する企業

・自然、人と共生する企業

･企業、地域、日本、世界へと環境貢献の絵を広げていく企業

朝日ライフ

SRI社会貢

献ファンド

(あすのはね）

フマトイ０．卜ン｜フプメ日セジ朝アネ
三菱総合研究所

パブリックリゾースセ

ンター

･上期･店jHIの全銘柄を対象とし、「収益性｣、「醜争力」のほかに、

｢社会貢献度」で評価

･社会貢献度については、環境、雇用、市民社会貢献、消費者対

応の４測面から調査・分析

エコ・バラ

ンス

(海と空）

三井海上ア

セットマネ

ジメント

インタリスク 環境対箙に稲極的な企業、環境関連の事業を行う企業

･環境ＩＭＩ組の中でも最大かつ根本の問題である「地球温暖化防止」

に稲極的な企業への投資

･環境面卿査は、企業の二酸化炭素排出愚等の具体的数値データ

を活用してn点的に分析・評価

BDUグロー

バル・サス

テナビリテ

ィ・ファンド

(グローブ）

日興アセッ

トマネジ〆

ント

ＳＡＭ ･経済合理性、環境適合性、社会適合性の面で優れた持続可能性．

持続発展性（サステナビリテイ）があると判断きれる企業を「サ

ステナビリテイ・リーダーズ」と定義し、投資対象とする

･サステナビリテイ・リーダーズの中から流動性、成長性、創安

性の観点で組入銘柄と銘柄別組入比率を決定

グローバル

･エコ・グ

ロース・フ

アンド

(Ｍ応.グリ

－ン）

大和住鯛投

信投資Hli間

イノペスト・ストラテ

ジック・バリュー・ア

ドバイザーズ社

Ｔ・ロウ・プライス・グ

ローバル・アセプト．

マネジメント社

世界の株式を主要投資対象とし、環境と成長の観点から、以下の

２つの企業群に投資する

.１１１１接現境型企業：優良企業のうち環境への配慮において相対的

に優位と考えられる企業

･直接環埴型企業：優れた現塊119連のサービスを提供し、あるい

は環境11U速の先靖的な技術を持つ企業
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パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
○
○
○
年
、
二
○

○
一
年
の
二
回
に
わ
た
り
上
場
企
業
約
七
○
○
社
を
対
象
に
、
社

会
的
責
任
投
資
の
た
め
の
企
業
の
社
会
性
を
評
価
す
る
活
動
を
行

っ
て
き
た
。
情
報
収
集
活
動
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
日
本
企

業
の
課
題
を
、
以
下
に
述
べ
た
い
。

第
一
に
、
日
本
企
業
の
社
会
性
に
関
す
る
取
り
組
み
は
ご
く
わ

ず
か
の
例
外
を
除
け
ば
、
ま
だ
端
緒
に
あ
る
。
特
に
社
会
的
責
任

が
企
業
の
存
続
・
発
展
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
は
ま
だ

と
い
う
二
つ
の
側
面
で
社
会
的
合
意
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
倫
理
投
信
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
も
、

不
祥
事
に
伴
う
企
業
の
転
落
・
消
滅
の
実
例
が
相
次
い
だ
た
め

に
、
企
業
も
投
資
家
も
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
法
令
順
守
体
制

の
構
築
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
社
会
的
責
任
を
評
価
す
る
市
場
（
社
会
）
が

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
。

今
後
は
さ
ら
に
、
社
会
の
問
題
に
企
業
は
何
が
で
き
る
か
と
い
う

積
極
的
な
社
会
創
造
の
視
点
か
ら
企
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
取
り

組
み
が
、
企
業
の
側
に
も
投
資
家
・
市
民
の
側
に
も
広
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

六

新
し
い
も
の
さ
し
で
み
た
日
本
企
業
の
現
状

低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
多
く
の
企
業
は
依
然
と
し
て

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、
企
業
理
念
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
一
般
市
民
に
対
す
る
社
会
的
責
任
を
盛
り

込
ん
で
い
る
企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
的
責
任
を
、
組
織
と
し
て
継
続
的
効
果
的
に
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
と
し
て
の
方
針
の
策
定
、
取
り
組
み

体
制
の
構
築
、
事
業
の
実
施
、
事
業
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
と
方

針
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
い
う
包
括
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
。
し
か
し
日
本
企
業
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
組
織
的
・
体
系

的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
採
用
方

針
は
あ
っ
て
も
、
雇
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
掲
げ
て
い
る

企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
同
和
研
修
、
障
害
者
雇
用
、
女
性
の
働

き
や
す
い
場
づ
く
り
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
「
対
策
」

が
個
別
に
実
施
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
人
権
や
多
様
性
に

対
す
る
配
慮
が
最
終
的
に
は
社
員
の
創
造
性
や
企
業
の
競
争
力
に

つ
な
が
る
と
い
う
理
念
形
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
も
「
良
い
こ
と
」
が
実
施
さ
れ
て
い
て
も
、
企
業
と

し
て
の
継
続
的
方
針
が
不
明
確
な
た
め
に
、
社
会
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
例
が
多
々
見
ら
れ
る
。

明
確
な
方
針
に
も
と
づ
い
て
社
会
的
責
任
を
着
実
に
果
た
す
こ

と
は
、
企
業
活
動
に
と
っ
て
の
負
荷
で
は
な
く
、
む
し
ろ
戦
略
的
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な
投
資
行
動
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
は
、
ま
ず
企
業
の
社

会
的
責
任
に
関
す
る
全
社
的
な
（
組
織
横
断
的
な
）
委
員
会
を
設

置
し
、
新
た
な
目
で
企
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
誰
か
と
い
う

「
洗
い
出
し
」
を
行
い
、
理
念
・
方
針
・
体
制
・
事
業
の
包
括
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

第
二
に
、
社
会
的
責
任
に
関
す
る
企
業
の
自
己
評
価
活
動
が
今

後
、
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
社
会
的
責
任
に
関
す
る
取
り
組

み
は
「
義
務
」
や
「
善
行
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

取
り
組
み
の
効
果
や
効
率
性
を
企
業
が
自
ら
振
り
返
り
評
価
す
る

意
識
は
低
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
理
念
や
体
制
が
あ
っ
て

も
実
際
に
は
役
立
た
な
い
状
況
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
は

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、
実
施
状
況
と
効
果
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
ろ
う
。
評
価
の
た
め
の
視
点
と
指
標
を
定
め
、

全
社
的
に
情
報
を
収
集
す
る
体
制
を
つ
く
り
、
評
価
結
果
を
来
年

度
に
活
か
す
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

第
三
に
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
範
囲
は
社
会
の
要
請
を
う
け

て
進
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
柔
軟
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
欧
米
で
の
社
会
的
責
任
投
資
の
増
大
の
影
響
を
受

け
て
、
現
在
各
企
業
に
は
複
数
の
海
外
の
評
価
機
関
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
企
業
サ
イ
ド
か
ら
は
欧
米
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る

反
発
も
あ
る
と
聞
く
。
確
か
に
質
問
表
の
な
か
に
は
、
「
こ
れ
で

企
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
わ

れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、

今
ま
で
日
本
企
業
が
、
ひ
い
て
は
日
本
人
が
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
問
題
の
所
在
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

例
え
ば
海
外
に
お
け
る
日
本
企
業
の
行
動
で
あ
る
。
日
本
の
投

資
家
や
消
費
者
は
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
こ
と
を

十
分
自
覚
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
自
社
の
労
働
環
境
や

人
権
の
問
題
等
に
つ
い
て
地
域
別
に
情
報
を
把
握
す
る
体
制
を
敷

い
て
い
る
企
業
は
非
常
に
少
な
い
。
現
地
の
法
令
に
準
じ
る
と
い

う
総
合
的
な
方
針
を
と
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
欧

米
の
評
価
機
関
は
、
現
地
法
令
に
準
じ
る
と
い
う
方
針
を
と
る
の

は
、
社
会
的
状
況
に
何
ら
積
極
的
な
関
わ
り
を
も
と
う
と
し
な
い

企
業
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
現
地
主
義
と
は
実
質
的
に
は
問
題
の

所
在
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
欧
米
評
価
機
関
に
よ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
押
し
付
け
と
み
る
か
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
直
面
す
る
新
た
な
社
会
的
責
任
と
と
ら
え
る
か
、
意

見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
価
値
観
の
押
し
付
け
と
反
発
す
る
前
に
、
ま
ず
は
社
会

的
問
題
の
所
在
に
気
付
き
、
配
慮
を
求
め
て
い
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
存
在
を
認
知
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
多
様
な
社
会
状
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企
業
が
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う

え
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
重
要
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
代
弁
し
、
企
業
に
時
代

の
要
請
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
の

企
業
で
は
、
環
境
報
告
書
や
社
会
性
報
告
書
の
作
成
に
関
し
、
各

種
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
企
業
評
価
に
関
わ
る
主
要
な
意

義
は
、
市
民
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
新
し
い
社
会
価
値
を
企
業
に

伝
え
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
範
囲

は
時
代
の
要
請
に
よ
り
変
化
す
る
。
し
か
し
「
地
球
環
境
」
「
地

域
社
会
」
「
消
費
者
」
等
の
社
会
的
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
思

を
企
業
が
直
接
吸
い
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
各
地

の
、
各
分
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る

況
と
価
値
観
の
存
在
す
る
世
界
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
企
業
活

動
を
存
続
し
て
い
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
抱
え
る
課

題
を
直
視
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
、
状
況
の

改
善
に
向
け
て
自
ら
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

七
企
業
の
社
会
性
増
進
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
役
割

も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
専
門
領
域
に
お
け
る
情
報
収
集
能

力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
企
業
評
価
活
動
に
お
い
て
、
従

来
の
評
価
機
関
の
調
査
で
は
、
制
度
の
運
用
実
態
に
関
す
る
情
報

は
不
足
し
が
ち
だ
っ
た
。
現
場
か
ら
の
情
報
を
正
確
に
責
任
を
も

っ
て
吸
い
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
企
業
評
価

活
動
に
参
加
で
き
れ
ば
、
今
後
は
よ
り
実
態
を
反
映
し
た
企
業
評

価
が
可
能
に
な
る
。

今
後
企
業
と
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
よ
り
多
様
で

活
発
な
相
互
作
用
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
企
業

と
社
会
の
仲
介
者
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
企
業
の
社
会
性
増
進
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

新
し
い
社
会
問
題
や
価
値
の
動
向
に
詳
し
い
。
企
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
を
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
要
請
に
敏
感
に
対
応
し
、

社
会
の
問
題
に
積
極
的
効
果
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
社
会
的
責
任
に
関
す
る
理
念
や

評
価
方
法
の
策
定
過
程
や
、
社
会
性
報
告
書
の
第
三
者
監
査
な
ど

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
増
加
す

る
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
社
会
的
責
任
投
資
の
た
め
の
企
業
評
価
活
動
に
お
い
て


